
博士後期課程／口腔保健学専攻／博士（学術） 

次の能力を有すると認められた者に博士の学位を授与します。 

1．高度な理解力と課題解決能力

長寿福祉口腔保健学に関する諸問題に対して情報収集と分析を行い，科学的視点から保健医

療・福祉に従事するチームの一員として関連の諸課題を解決できる。 

2．教育・研究指導能力 

長寿福祉口腔保健学領域の教育と研究を行う大学等において，その領域を展開できる教育者・

研究者として指導できる。 

3．高度な専門技能と指導能力 

口腔保健と地域医療福祉に関連する高度な専門技能を有し，医療と福祉の現場において両社の

知識と技能を駆使した解決策を見いだし，指導的立場から実践できる。 

4．国際性と情報発信能力 

国際社会における口腔保健と社会福祉に関する諸問題に対して情報収集能力と分析能力を有

し，あわせて高度なコミュニケーション力を活用してその対策を立案し，国際社会に向けて発信で

きる。 

5．社会貢献 

口腔保健から見た栄養学や地域社会福祉制度に関する研究成果を広く社会に開示することで

人々の健康と福祉に貢献することができる。 
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